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初めて住む国の7浜種〔篤;τl:1桑,;Tr
生まれのアメリカ育ち。帰国子女 というより、彼 らにとっての日本

は、「初めて住む回」カノンチャーショックもアメリカ人並み ?

(関連記事 7面 )



派‐遣■‐1部・ ・会

派遣事業の主たる目的は
｀
青少年を海外に派遣し、外

国人との交流を深め、見間を広めるとともに国際的視野

を持ち、国際交流推進の担い手となる人材を育成するこ

と
″
にあります。

過去 2回 、当協会オリジナルのプログラムでアメリカ

ヘ派遣した実績や反省を踏まえて、今年度はさらに視野

を広げる意味で、舞台をオーストラリア (シ ドニー周辺 )

へと移しました。

2月 頃から派遣先、人数、予算、研修内容等の素案作

成をし、手配旅行としての請け負い業者選定に入りまし

た。大手旅行社 3社から見積 もりをとり、充分な話し合

いをし、こちらの意向、条件等に見合った業者にお願い

することになりました。

今回はより多くの青少年に応募していただくために、

市広報に 2回掲載、会員対象にダイレクトメールで 1回

と、 3段構えで募集 PRを しました。結果、昨年度の倍
の応募がありましたが、毎回残念なことは男子の応募が

とても少なくて、寂しい気がしています。

5月 26日 (日 )、 選考委員会 (論文審査、面接審査、今

年は英語会話の面接も取り入れました。)を 経て、リーダ

ーを含めて 8名 の派遣メンバーが決定しました。

派遣部会では、彼らがオース トラリアでの18日 間 (7

月26～ 8月 12日 )を 、よリベス トなチームワークで、ホー

ムステイや研修等が成功するよう、様々な内容の事前研

修をし、万全の準備をさせて送 り出しています。

●事前研修会スケジュール

第 1回 6/2 派遣 目的・心得 。日程・内容・準備 渡航手続関係等

第 2回 6/23
オース トラリア人留学生 との英語会話、ビデオによるオー

ス トラリアの概要 、昨年度派遣者の体験談、ア ドバイス等

自主研修

(数回 )

市内公共施設見学 (消 防署、警察署、社会福祉センター、

慈祐苑デイサー ビスセンター、給食センター、 クリー ン

センター、補導センター等 )

第 3回 7/23
書類等の最終チェ ンク、個 人テーマ、役割分担等の確認、

議会議場見学

● 7月 23日 ω 結団式 (市長、市議会議長、協会理事を
招いて )

● 7月 26日 り 出発 (市バスで成田空港へ見送 りに行き
ます )

●8月 12日 (月)帰 国 (出迎え )
●8月 30日 0 帰国挨拶兼報告会 (理事会にて )
●報告会 ●報告書の作成 。発行
派遣者には帰国後、海外で得た貴重な知識や感動を、

協会加入はもちろん、 4部会のいずれかに属していただ

き、積極的に生かしていただくことになっています。
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派遣部会の仕事は、いわば裏方的で地味ですが、一連

の活動を通じて、豊かな感受性を持ち限りない未来性を

持ち合わせた、21世紀の鎌ケ谷市ひいては世界を担うべ

く ｀青少年の育成″ という、とても重要なすばらしい事
業に携わっていることを改めて認識している次第です。

さらに将来的な展望を考える時、今後の派遣の対象は

青少年に限らず、世代や男女を越えた、例えば産業、経

済、文化、スポーツ、教育等の幅広い層に、また相手国

も先進国や英語圏のみならず近隣のアジア、その他の国々

にも目を向けるべきであり、地球的規模の広い意味での

交流が、真の国際交流のあり方と考えています。

交‐流‐春卜■会

最近鎌ケ谷市内で、多くの外国人を見かけるようにな

りました。アラブ系、アジア系様々の民族の方々のよう

に思われますが、日本と言う異国の中で、私達日本人を

どのように見ているのかと想像することがあります、同

時に私達は、「単一民族である」とは言ってはいられない

現実が、日々身近に感じるこの頃です。多くの国の方々、

色々な民族の方々と、言葉の違い、習1貫の違いを乗り越

えて、心と心の交流の中から、お互いの理解を深めて行

けることを願って、今年度も交流部会は、幾つかのプロ

グラムを計画しています。

○ホーム・ステイ

3/27に ワシントンより来日した、ディアラ・ホー

ムズさんが、会員の小川弘さんの家庭に 4ケ 月間の

ホームステイをし、7/29に 離日となります。小川

ファミリーとは、「お母さんとけんかするのたのしい

ね。本当の親子の気持するからね」とディアラさん

がおっしゃる通り、すばらしい関係で過されていま

す。彼女は今、上智大学で、日本の言語、宗教を学

びながら、国際法の研究をされ、将来は弁護士にな

るお気持とのことです。シャープな顔立ちと、知的

な雰囲気の彼女は、大変流暢な日本語を話されます。

7/13に 彼女とのお別れ会をし、様々な日米比較の

中に、文化や風習の違いから、笑ったり、関心した

りの打ちとけた、たのしいひと時でした。

○文化交流

9/12(木 )イ ンド料理の講習会を予定しています。

習志野市でインド料理店を経営されている、モハメッ

ト・アリさんは、細密画を描く芸術家で、個展を開

いて御活躍しています。今回、アリさんを講師にお



招きして、本場のインド料理を習って、味わい、ア

リさんのお話を拝聴して、心身共に栄養をつけてい

ただけるのではないかと思います。

○一泊ホーム・ステイ

10/12・ 13明治大学の留学生を鎌ケ谷にお招きして、

一泊ホーム・ステイを計画しています。日本の感想

・彼等の国の事、日本で学んでいる事等々に、一晩

の語り合いですが、お互いの理解を深めるきっかけ

になれたらと考えています。翌日は佐倉歴史博物館

の見学に御一緒する予定です。

○交流会

11/末ごろ、第 4回の KIFA Partyを 開きます。

例年、12、 3ケ国の方々が参加して下さり、自然な

形で、会話がはずむようになりました。今年も盛大

に催す予定でいます。

○文通による交流

韓国の日本語を学んでいる大学生が、文通を希望さ

れています。日本語を学ぶ人が多くなって来ている

ことは、嬉しいことですね。

様々な交流の形があり、場所があり、深い、浅いはある

でしょうが、体験の場を多く持つことと、日本人同志の

理解し合う′しヽ、寛容な心が、交流の基礎ではないでしょ

うか。

研 修 部 会

1998年 4月 、KIFAは うぶ声を上げました。その年
の 9月 には 5ク ラスの語学講座を開講し、今思えばよく

スター ト出来たと思います。これも部会員のみなさんの

｀
人と人
″ ′`じヽと′しヽ

″のふれあいを基本とし、だれでも参

加 して楽しかったと思えるようなクラス作りにしたいと

いう熱意があったからだと確信しています。あれから 3

年 3ケ 月、早いものです。その間紆余曲折はありました

が、昨年から英語講座に上級、中級クラスを設ける迄に

成長しました。中国語講座も定着して来ています。

さて、研修部の活動内容をご紹介します。

(1)外国を理解する一つの手がかりとして、語学研修

講座の開催

(2)会員や市民のみなさんの国際交流に対する関心を

高める為に、講演会やシンポジウムの開催

(3)外国人のみなさんにとって住みやすい鎌ケ谷とな

るよう、お手伝いする、通訳ボランティア登録制度

の推進

という三本柱でこれまで事業を展開して参 りました。

今年度は、(1)、 (3)、 に今までとは違った動きが出て来

ているように思います。まず、語学講座は通年開講 (6

月～翌年 3月 末迄30回 )と なりました。今後は実質通年

開講出来るよう企画していき度いと思っています。通訳

3

ボランティアに関しましては、現在23名 の登録者がいら

っしゃいますが、研修会を頻繁に開催し、外国人のみな

さんが生活する為に必要な情報をのせたパンフレットの

作成にとりかかっています。又、ボランティア通訳の仕

事 もふえて来て居 ります。すでに初富小学校 (スペイン

語 )、 南部小学校 (ポル トガル語 )で 2名 の方々が活躍中

です。市民相談窓口から英語の通訳依頼もありました。

このように少しずつですが、新しい風が吹いて来ていま

す。しかし、KIFAに 対する関心は今一つ、という現
状でしょうか。PR不足は否めません。今後この事につ
いて部会の中でも新しい風、いや嵐が吹 くかも知れませ

ん。

]99]年度語学研修講座一覧表

講  座 講   師 会  場 曜日 `時間

中国語会話
金 子 夏 実

さん

東部公民館

第 1学習室

金曜日

午後 7時30分

～午後 9時

(夜 )

中 級

中国語会話
金 子 夏 実

さん

くぬぎ山

コミュニティセンター

学習室 1

木曜日

午後 7時 30分

～午後 9時

(夜 )

初  級

英語会話
エモリー・クレスタ

さん

中央公民館

集会室

火曜日

午後 7時 30分

～午後 9時

(夜 )

上  級

英語会話
スティーヴン・バーク

さん

くぬぎ山

コミュニティセンター

学習室 1

火曜日

午後 7時 30分

～午後 9時

(夜 )

中 級

英語会話
スーザ ン・大友

さん

南部公民館

学習室 1

水曜日

午前10時～

午前11時30分

(昼 )

初  級

英語会話

(夜 )
ジャネット・平野

さん

北部公民館

学習室

木曜日

午後 7時 30分

～午後 9時初  級

英語会話

(昼 )
ジャネット・平野

さん

南部公民館

学習室 1

金曜日

午前10時～

午前11時30分初  級

熔lm



写 真 特 集 K□ I口 FHF

ミニコンサートに

鰤 馘1凩    1瀾 茫蝙暑
私のクラスは年令も興味も様々な人たちの集まりです。                  当日は多数の受講生が出席し、席上渋

英語のレベルの高さにはびっくりしました。徐々に恥ず

かしがらずにやれるようになるといいですね ′

クリスタ エモリ
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僕のクラスは英語のレベルも高く、一生懸命勉強したい

という意欲はすごいですね。
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1991年度 KIFA総 会
去る 6月 8日 の土曜日の午後、三橋記念館視聴覚ホー

ルにおいて、本年度の総会が開催されました。

秋山秀一副会長の開会の辞に始まって、佐々本武二郎

会長、皆川圭一郎名誉会長、石井清顧間の挨拶が続く中

で、国際化という問題が世間の一般常識になった現在、

協会としては基本的路線に沿って、一歩一歩着実に国際

交流を進めて行こうということが再認識させられました。

続いて議事に移 り、昨年度事業報告等 6つ の議案が審

議され、出席者の皆様により了承され、総会は無事終了

いたしました。

今後も協会の発展を目指してまいりますので、会員の

皆様のよリー層のご協力、ご指導を賜わりますようお願

螢|な希
‐ゴ選

いいたします。 (事務局より)



のつて講座開講
講座合同開講式

講座、中国語会話 2講座 )の合同開講式

多事務局長、岡本部会長より挨拶があり、

先生方による自己紹介がありました。

c子大生によるミニコンサー トが開かれ、

た楽しいひとときとなりました。

私は、鎌ケ谷で中国語を教えて

三年になります。私は日本語を、

生活の中でも学ぶことが出来まし

たが、皆さんは、授業以外中国語

に接する機会が少ないと思います

が、一歩一歩進歩してきています

ので、私としてもうれしいです。

金子 夏実

講演 とば と国際交流」

講師 桝井 論平氏
プロフィール

昭和14年生まれ、東京都出身

現在、TBSア ナウンス部専任部長 鎌ケ谷市在住
総会の後は、まちづ くリシンポジウムのパネラーとし

てもご活躍され、また、ラジオで鎌ケ谷市を紹介してい

ただいた く夕日のアナウンサー〉を自称する桝井論平さ

んのご登場です。

流れるような、滑らかな話し方は、さすがで軽妙な語

りの中に、いろいろな問題を提起していただき聴衆相手

に熱弁をふるわれました。その内容は……

カタカナ言語が世間一般に氾濫しているにもかかわら

ず、国際感覚が非常に豊かになっているとか、優れてい

るとかということはない。文化を伝えるには、言葉を伝

えるのが一番良いことなのだが、日本語の難しさが外国

人との間の交流を妨げる壁を作っているのではないか。

日本人は、日本語の曖味さの巧みさが、相手を思いや

今回の講座は、期間が少し長いので、この期間を効果

的に利用して、多少でも自信をもって話せるようになっ

てもらいたいと思います。

スーザン 大友

新しい友達を作りませんか ?KIFAの 語学クラスに
どうぞ′

私はKIFAの クラスで教えるのが大好きです。沢山
の素敵な人達に出会えるから。英語を習う目的はそれぞ

れ違っても、みんな楽しいクラスにしようと協力し合っ

ています。

ジャネット 平野

り、奥床しい、優れた言葉として大事にしてきた。日本

の文化は、現代の日本人が忘れかけている安らぎ、洗練

された美しさ、細やかさがある。

日本人として、日本文化の素養、物差しを自分の中に

蓄えてから、世界の様々な文化と接する必要があるので

はないか。

また、欧米人とアジア人とで態度が変わる日本人を捕

えて、日本というのは、アジアの中の国なんだというこ

とを再認識する必要がある。アジア人を大事にし、それ

から世界の人々と仲良 くするという視点を作らなければ

ならない。

自分たちの国の文化、暮らし方を確かめて、自信を持

って世界の人々と付き合いをすることが大事である。

中身の濃い文化を通して本当の意味の国際交流を広げ

て行ったらいいのではないか。ということで国際交流の

前に日本人として、もっと自分を磨 く必要があるという

ことで話を結び講演会の幕を閉じました。

一， 一一一一一　

こ

〓
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部会ズーム・アップ Kヨ I:

今年も行つてきます/
オーストラリアホームステイ

KIFA海 外派遣事業が 7月 26日 ～ 8月 12日 に実施さ
れます。訪問地はオース トラリアのノースシドニー市。

今年 もホームステイをしながら語学研修や公共の施設な

どを見学する予定です。

渡豪するにあたって派遣者の皆さんからコメントをい

ただきました。

派遣者 リーダー

後関 まり子 (社会人 )
オース トラリアの文化や風土をメンバーと共にたっ

ぷりと見てきたいと思います。

派遣者

堤  亜星 (高校 3年 )
外国の家庭ってまるで友達のように仲が良いでしょ

う。その秘決をじっくり観察してきます。

真塩 知佳 (高校 3年 )
公共のマナーに関して、日本人との考え方の違いを

探ってみようと思っています。

岡田 典子 (短大 1年 )
アメリカ英語とオーストラリア英語の発音の違いに

1      体

Surprise/Surprise/

昨年、国際交流の派遣団員として、アメリカはレイク

ポー ドに行った時に出会った、ちょっとした驚きを集め

てみました。

○アメリカの人は歯並びがいいな一と思っていたけど、

それもそのはず、ほとんどの子供が矯正をしています。

でも日本みたいになんとなく恥ずかしいというもので

はなく、ピンクやグリーンなどカラフルでおしゃれ/

○アメリカでは私たちには信

甘い /ホ ストファミリー宅

でケーキを食べたけど普通

の甘さじゃない。ひと口し

か食べないで残すのは失礼

験

ついて研究してみたいと思います。

松倉 真弓 (短大 1年 )
家庭内での父親の立場。日本では弱くなってきてい

ると言われてますが、オーストラリアではどうなの

か、興味深々です。

石井  忍 (短大 2年 )
保母を目指しているので、子供のしつけについてど

のようにしているのか知りたいです。

川端 威智子 (大学 2年 )
オーストラリアの学生達はアルバイトをしているの

かどうか、その実態を調べようと思っています。

林田 由喜子 (大学 3年 )
食生活について。オーストラリア人は食事をどのよ

うに考えているのか聞いてみようと思います。

談

だと思い、もうひと口食べようとしても口が拒絶して

開かない。といってる間に子供たちは私の倍のケーキ

を食べてしまった。

○レイクポー トでの移動は、歩き以外はいつも車。そこ

で驚いたと同時に感心したことはシー トベル トの着用。

そんなの日本でもあたりまえだと思うかもしれません

が、前の座席に乗っている人だけではなく、後ろの人

もきちんとシー トベル トを着けるのです。メンバーが

施設訪間をする時は、いつもシンディーさんというコ

ーディネーターの方が車を運転してくれたのですが、

みんなが車に乗ると必ず「シー トベル ト′」と声をか

けてくれました。このお陰で、後ろの座席でもシー ト

ベル トを着ける習慣がつきました。 (M.Y)

わたしたちもKIFAの 事業に協力しています

持ち運び自由 ONTT
家族みんなのコードレスホン 京 葉 ガ ス閉

鎌ヶ谷支店
ヶ谷市東初富4-36-15
74-45-82110
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3ケ月間もあつたアメリカの夏休み
8年間のニューヨーク生活の後、1990年 1月 に帰国し

た法島ファミリー。長男の昭統 (あ きむね)君が 8オ 6

ケ月、長女の舞祐 (ま ゆ)ち ゃんが 5オ 8ケ 月の時でし

た。都内で半年過ごしてから鎌ケ谷市へ。

帰国時にはまだ幼稚園児だった舞祐ちゃんはともかく、

昭統君の方は 3年生になる直前でしたから、日米の違い

について沢山感じる事があったそうです。たとえば、彼

にとっての遊びとは、広い庭や公園で走り回ったリサッ

カーをしたりする外遊びのこと。ところが日本の友達は

プラモデルをしたリファミコンしたりして遊ぶ事が多い。

又、教科書を学校に置いてくるアメリカと違い、日本の

カバンの重いこと……おまけにスクールバスがなくて歩

き。そういう事が最初はきつかったけどもう慣れたそう

です。一つ不満に思うことは「宿題付きでたった 1ケ 月

半しかない夏休み」アメリカの夏休みは 3ケ 月で宿題な

し。無理もありません。それでも、元気いっぱい仲良し

のお友達と飛び出して行った後ろ姿は、すっかり日本の

生活を楽しんでいる様子でした。
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ニューヨークから来日した校長先生とホテルの部屋で

左から 舞祐ちゃん ミセス キャストロ 昭統君

初めての日本生活は、「毎晩キャンプ」???
1989年 11年ぶりにシカゴから帰国した岡野ファミリー。

まずは世田谷の社宅へ落ち着くことになった。ところが

この社宅、30数年前に建てられ取り壊される寸前のオン

ボロ社宅。 2DKの うち一部屋は、開けるに開けられな
いダンボールの山に占領される、という状態が数ケ月続

いた日々。長女の絵美ちゃん (小 6)、 次女の久美ちゃん

(小 3)に とって最初に体験したカルチャーショックと

は、この住環境、毎日の生活そのものでした。

暖房の効いた広い家で毎日好きな時に入浴出来たアメ

リカ時代と違って初めての日本の冬の寒いこと。ストー

プをつけた狭いお風呂場で洗ってもらったりお湯をかけ

てもらったり、まるで赤ちゃんにもどったようだったと

か。でも嬉しい事もありました。イヽさい頃から子ども部

屋で寝ていた二人、社宅では一部屋にメ、とんを敷き詰め、

お父さんお母さんと4人で寝られた事。まるで毎晩キャ

ンプしてるみたいで楽しかったそうです。

4年生ともなると難しい語彙も多くなります。帰国後

間もなく出かけた社会科見学での説明もチンプンカンプ

.ン だった絵美ちゃん。優しい先生や友達に恵まれながら
も、「本当にリラックスして学校生活を送れるようになっ

たのは 1年 ぐらい経ってから」とか。良く頑張ったね。

l■lエ ースエ業
〈プラスチック事業部〉各種プラスチック製品。企画

〈新規事業部〉水と燃費と手間を省<温浴器 ｀ゆ～ゆ
極楽
″
販売総代理店

・御希望の折はカタログ送付致します。

鎌ケ谷市東初富1-7-2
2,0474--46--1177"り  F A X46--0546

わたしたちも KIFAの 事業に協力しています

愛されて20年

東葛の 肉まん あんまん カレーマン

東 葛 食 品 閉
鎌ケ谷市東初富1-5-32
80474-44-12110
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ベンパル募集

韓国釜山市にある東義大学の日文学科 3年の学生20

数名が日本人との文通を希望 しています。文通は日本

語 。韓国語のどちらでもかまいません。文通を希望す

る方はKIFA事 務局に申し込んで下さい。
尚、相手方の氏名・住所等の詳細をお知 りになりた

い方は交流部会・高橋までT E L43-8154。

通訳ボランティアより

通訳ボランティアには現在23名 が登録しており、英

語、中国語、スペイン語、フランス語、ブラジル語、

ポル トガル語が通訳可能です。

制度発足 3年 目の今年になって活動が活発になって

きています。市民生活課に外国人から苦情が寄せられ

その問題解決に通訳ボランティアが依頼されました。

また、ブラジル人とスペイン人の家族のために定期的

に手助けに行っている人がいます。

今年の活動のひとつに外国人向けに配布するパンフ

レットを作ろうという動きがあります。 これは単に鎌

ケ谷を紹介するものではなく、生活に密着した情報を

載せたもので、暮らしにす ぐ役立つものにしたいとい

う皆の意向により、作成をすすめています。

通訳ボランティアの登録は随時受け付けていますの

で、お問い合わせその他は事務局まで。

会費納入のお願い

協会は皆さんの会費によって支えられています。今

年度会費をまだ納めていない皆さん、お早めにお願い

します。納入方法等につきましては事務局へお問い合

わせ ください。

鎌ケ谷市役所内

KIFAも 市民夏祭りに参カロ
KIFAも 市民夏祭りに積極的に参加し、市民の皆
様に、鎌ケ谷市国際交流協会が身近なところにあると

いうことをアピールして行きたいと考えています。

期 日 8月 24日 (土 )雨 天時、 8月 25日 (日 )
会場 貝柄山公園
内容 KIFAグ ッズの販売 (Tシャツ、ジャケット等)

鎌ケ谷市国際交流協会事務局

電話 45-1141

インド料理にふれる日

暑さをうまくのりきるためにピリッとスパイシーな

本場のインド料理をマスターしてみませんか ?

南部公民館との共催でモハメッド・アリ・カンゴー

リ夫妻によるインド料理の指導とインド文化の講演会

をします。音楽にも耳をかたむけながらお昼のひとと

きを楽しんでいただけるものと思います。

日時 9月 12日 (木 )午前11時 ～午後 2時

会場 南部公民館
詳細は「広報かまがや」9月 1日 号に掲載されます。

世界に22ばた<

青年海外協力隊員
｀
高野隆行さん、市長を表敬訪問

″

青年海外協力隊 (平成 3年度第 1次 )の一員として

参加が決まった鎌ケ谷市丸山在住の高野隆行さん (ト

ンガに派遣)が、 7月 12日 皆川市長を表敬訪問されま

した。

発展途上国において、それぞれの技術、技能を生か

し任国の国造りに協力することになっているそうです。

席上、鎌ケ谷市とKIFAか ら餞別、記念品が贈ら
れました。祈、ご健闘

編 集 後

K I F A plazalo号 の作成は、私にとって広報部会に入

って初めての仕事でした。広報の経験が全 くない私は、

はっきり言って猫の手にも及びませんでした。が、広

報部会のベテランの方や、新しく入られた広報の経験

がある方、そして助人の方々のお陰で、短い期間の中

で本号を発行することができました。今後は、もっと

多くの人に広報部会に入ってほしいと思います。私も
｀
猫の手
″
以上になれるようにがんばります。 (Y)


